






  事業類型：特別枠（サプライチェーンの毀損への対応）   事業分野：新たな提供方式の導入（製造環境）
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所 在 地
Ｔ Ｅ Ｌ
U R L
設 　 立
従 業 員
資 本 金
主たる業種

有限会社 濵川商店
COMPANY PROFILE

新型瓶詰機導入による日本酒と
リキュールの新しい並行生産体制の構築

高知県安芸郡田野町２１５０番地
0887-38-2004　
http://www.bijofu.jp
1953年（昭和28年）10月13日
15名
545万円
飲料・たばこ・飼料製造業　

　銘酒「美丈夫」で
知られる田野町 の
酒造会社である当
社は、日本酒好きに
愛されるプレミアム
酒から、日本酒を飲
み慣れていない層に
も好まれるスパークリング日本酒やリキュール酒など多
彩な商品を展開。出荷の半分以上を県外が占めており、
土佐酒ブランドの周知やファン開拓にも貢献している。
　同社はこれまで居酒屋やレストランなど外食産業向け
の 1.8L 瓶が主力商品だったが、新型コロナウイルス感
染拡大の影響で外食産業が大打撃を受けたことにより、
1.8L 瓶の売上が激減。代わりに自宅でお酒を楽しむ“家
飲み”が流行、そして定着し、家庭でも保管しやすく飲みき
りやすい 720ml 以下の小型瓶商品の需要が高まった。
　そうした中で課題となったのが「瓶詰め」の工程であ
る。瓶詰めは仕込み用タンク毎に行われるが、瓶が小型
になればなるほど充てんする本数が増えていき、1.8L 瓶
の瓶詰めに比べて、720ml 瓶で2.5 倍、300ml 瓶で6
倍、180ml 瓶で10 倍もの時間を要していた。日本酒は
空気に触れると酸化を起こすため、瓶詰めに時間がかか
ると品質が劣化してしまう。また、11 月～4 月の間は日
本酒商品の瓶詰めで製造ラインが占領される形となり、
県産品を活用したリキュール商品の製造ができず販売機
会を損失していた。他にも作業時間が長くなることで、作

　新しい設備の導入によって720ml瓶は従来比3倍にあた
る毎時最速2,400本、1.8L瓶においても従来比1.5倍にあ
たる毎時最速1,200本の充てんが可能となった。
　また、充てん以外の起動、セッティング、洗浄・殺菌にかか
る時間も大幅に短縮できている。具体的には、瓶の容量に
応じてアタッチメントの交
換が必要であるが、従来
の設備は構造が複雑だっ
たためベテラン作業員しか
対応できなかった。しかし、
新しい設備は構造が容易
化されているため、どの作
業員でもスムーズに対応
できる。
　清掃作業においては、パーツの点数が少ないため分解洗
浄が容易で、より衛生的となった。充てん途中で瓶が割れ
てしまった場合にも、安全かつ簡単に破瓶を取り除くことが
でき、商品への異物混入や作業員のケガのリスクを回避で
きている。また、何らかのエラーによりラインが一時停止し
ても復帰までにかかる時間が短く、長時間ラインが停滞す
ることがなくなった。
　これらの改善によって、高品質な小型瓶商品を安定的に
製造することが可能となり、ベテランだけでなく経験の浅い
作業員も活躍できる仕事が増えた。
　一方で、瓶詰スピードが上がったことにより、別の作業が
追いつかないという新たな課題も生じた。
　その一つが製造年月の押印。従来は1本1本手作業で
行っていたが、瓶詰速度が上がったため人の手が追いつか
なくなった。もう一つが運搬作業。従来は台車を使用した
人力での運搬を行っていたが、時間あたりの運搬量が増え
たため追いつかなくなり、作業員への負担も増えた。
　その対策として、別事業で導入した新型ラベリングシステ
ムで製造年月日の押印作業を自動化し、人力による運搬を
廃止して自己資金でフォークリフトと小型トラックを用いた
運搬方法に移行。新たな課題も解消することができた。
　瓶詰め作業の新たな設備導入をきっかけにして工場全体
の自動化・効率化が進んだことで、作業員の労働環境やモ
チベーションにも大きな変化が生まれている。酒は生もので
あり、酒造りにはその時季に行わなければならない作業が
ある。繁忙期は残業が多くなっていたが拘束時間が大幅に
短くなり、手による作業や重いものを運ぶ作業が自動化さ
れたことで身体的な負担も軽減された。
　また、これまでは自身の担当業務で手一杯だったが、心身
的に余裕が生まれたことで他の作業にも関心を持ち、学ぶ
姿勢が自然と生まれている。こうした意識の変化は、商品の
さらなる品質向上や新しいアイデアを生む土台となり、志し
を持った次世代を育成することにつながっている。

　新しい設備の導入によって生産量が上がり、これまで
新規取引を断っていた酒販店や、既存取引先からの受注
増への対応が可能となった。今後は、特に純米酒や吟醸
酒などの高付加価値商品を安定供給し、市場占有率を高
め、さらなる競争優位性を築くことを目指していく。
　また、コロナ禍の影響で消費形態が変化し、ECサイト
で直接購入を希望する消費者も増えたことから、一般消
費者向けの販売にも力を入れている。
　新たなチャレンジとしては、2024 年 1 月、高知市追手
筋に直営のアンテナショップ「濵川商店追手筋蔵」と「BAR
夢許 (ゆめばかり)」を開業した。新しい設備の導入によっ
て手土産に購入しやすい小型瓶を増産できるようになっ
たことも、開業の後押しとなった。県内屈指の観光地で気
軽に立ち寄れる場所をつくることで、同社の商品だけでな
く、土佐酒ブランドのさらなるアピールも目指していく。

　そして、同社が最も重視するのは「さらなる品質向上」
である。よりおいしいお酒を造るという変わらない目標に
向かって今後も取り組んでいく。

業員の疲労が蓄積してヒューマンエラーのリスクが高まる
事や、設備稼働に必要な光熱費がかさみ、コストも環境負
担も増加するといった課題もあった。これらの状況を打開
するため、充てん速度が速い設備が必要となった。

　瓶詰めを行う澁谷工
業（ 株 ）製 の「RFM12
型 グ ラビ ティフィラ」
を導入した。澁谷工業

（ 株 ）は食品や医薬品
等 の 充 填・包 装 設 備
を開発・製造する老舗
メーカーで信頼度が高
い点が決め手となった。
本機は充てん速度が速
いだけでなく、オペレー
ションが容易で、清掃や
メンテナンスもしやすい
特長を持つ。ベテラン
だけでなく経験の浅い
作業員であっても正確
な瓶詰めが行え、瓶が
割れるなどのトラブルが
発生しても安全且つ確
実に清掃できるメリット
がある。

　これまでは外食産業向けの 1.8L 商品が主力であったが、コロナ禍を機に“家飲み”に適した720ml
以下の商品の注文が増加した。従来の設備は小型瓶の瓶詰め作業に時間を要し、品質劣化のリス
クや需要に対して生産が追いつかないなどの問題があった。本事業を活用して新たな設備導入する
ことで、安定した品質と供給体制を目指す。

事業取組みの経緯

事業取組みの成果

今後の活動予定・販売計画

製 品 内 容

実 施 内 容

0887-38-8284　【 】F A X

創業120年以上の酒造会社。日本酒「美丈夫」のほか、酒粕を原料にした
焼酎、高知県産の果物を使ったリキュールの開発も行う。

企業
概要

事業計画
概要

代表取締役 濵川　尚明

●RFM12 型グラビティフィラ
  （澁谷工業株式会社製）

● RFM12 型グラビティフィラ用
  アタッチメント

アンテナショップ「濵川商店追手筋蔵」

２F　BAR 夢許（ゆめばかり）

1F　追手筋蔵
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●本事業により製造される製品の一例
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  事業類型：通常枠   事業分野：新商品（試作品）開発
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所 在 地
Ｔ Ｅ Ｌ
E - m a i l
U R L
設 　 立
従 業 員
主たる業種

株式会社 タムテック
COMPANY PROFILE

最新式焼成窯の導入による自社ブランド瓦の
生産性向上と省エネ効果の実現

高知県須崎市多ノ郷甲5510
0889-42-2405　
office@tamtec.jp
https://tamtec.jp/
1958年（昭和33年）12月27日
22名
土石製品製造業

　当社は、1952年にスレート瓦の製造業者として創業し、
1985年には伊奈製陶株式会社（現株式会社LIXIL）と共
同で独自のコンクリート焼成技術を開発し特許を取得、自
社ブランドの「GCMセラミック瓦」を製品化した。当製品
は1987年に、高知県地場産業賞を受賞している。
　GCMセラミック瓦は、コンクリートに釉薬をかけて焼成
する、いわば陶磁器である。

　特徴は、風雨・強い紫外
線・塩害等から建物を守る高
い耐久性と、陶磁器同様の美
しい光沢感であり、普通、コン
クリートは高温で焼成すると強
度が低下してしまうが、当社の
特許技術はコンクリートを焼成
することで瓦の強度を向上さ
せるものであり、GCMセラミッ
ク瓦は常識を覆す製品として
高知県内に広く普及した。
　GCMセラミック瓦の製造プロセスは、右ページの通り
である。材料を混錬しプレス成形、前養生の後、釉薬をか
けて焼成する。このうち最もノウハウを必要とするのが、
焼成工程である。
　焼成工程では、瓦の形状や重さ、数量、その日の気温
などさまざまな条件によって、手動でガスの流量調整を行
う必要があった。焼成窯内の温度が均一でなければ色ム
ラが発生してしまうからであり、以前は熟練作業者が保
温温度・時間を管理していたが、熟練作業者の経験や勘
があっても、焼成ロットごとの色ムラを完全に無くすこと
は難しいのが現状で、完成後に色合わせを行っていた。
　また、使用していた焼成窯は1985 年の「GCMセラミッ
ク瓦開発当初からのものであり、操作には熟練の技術が
必要であった。さらに焼成時の昇温時間や保温時間を短
縮することができず、コスト削減も厳しい。そこで品質の
安定した製品を効率良く製造するため、最新式焼成窯を
導入することとした。

　新たな焼成窯は「空気比制御機能」が搭載されており、
設定された条件で炉内の温度を均一に保つことができ
る。時間・温度管理の設定ができていれば、操作手順を
習得したのみの社員でも対応が可能となった。
　温度制御は正確であり、色ムラは出なくなった。かつ
ては窯の奥、手前などでばらつきがあったが、全ての瓦
の色差がなくなり、完成後の選別が不要となった。
　また新焼成窯は焼成時間が短く済むため、生産効率
アップ、コストダウン効果が期待できる。従業員の労働
時間縮減にもつながり、顧客に安定した品質の製品を、
求めやすい価格で提供できる体制が整った。加えて、以
前から使用している焼成窯のメーカーが閉業しているた
め、仮に以前の窯が故障しても長期メンテナンスが可能
となった。
　省エネの観点においてもメリットは大きい。新焼成窯
は断熱性及び燃焼効率が向上しており、二酸化炭素排
出量を約 20％削減可能である。また炉内温度の均一性

が優れており、燃焼時間は約 30％の短縮となる。燃費効
率、燃焼時間短縮等を考慮すると、以前の焼成窯に比べ
約 50％の省エネ効果が期待される。
　なお色ムラは無くなったが、顧客によってはあえて色の
変化を求められることもある。その場合は当社で数種類
を製造し、施工時に屋根の上で配置を調整しており、施
工まで一貫して行う当社だからこそできる対応である。
　創業以来、それぞれの工程で改善を重ね、ノウハウを
蓄積している。

　空気比を検知してガスの流量を自動で調整する「空気
比制御機能」を搭載。経験・勘を併せ持つ熟練作業者で
なくても、操作が可能である。さらに断熱性能が向上、昇
温時間も短縮される。

　近年、地震や台風などが多発し、テレビやインターネッ
ト等で古い民家の瓦が落下したり倒壊したりする映像が
流れる。そのため「瓦は危険で重い。地震に弱い」と誤解
している一般消費者が多い。
　当社は優れた耐久性を持つGCMセラミック瓦の製造
から販売・施工まで一貫して行っており、施工は安心・安
全を追求した「ガイドライン工法」にのとっている。これま
でも地震や台風に強い瓦屋根を実現しており、ガイドライ
ン工法での葺き替えを呼びかけることで一般消費者の誤
解を解き、安全性を訴えていきたい。また当社のGCMセ
ラミック瓦は、夏は涼しく冬は暖かく、雨音も防ぐ効果が
あるため、顧客からの評価が高く、高知県の気候・風土に
適した瓦として今後も広めていきたい。
　本事業によって新焼成窯を導入したことにより、高品質
なGCMセラミック瓦を求めやすい価格で提供できる体制
が整った。価格が下がることにより、消費者は葺き替えの
決断をしやすくなることが期待される。全社一丸となって
葺き替えの普及に努めるとともに、今後は県外市場への
展開も検討していく。

　自社ブランド瓦である「GCMセラミック瓦」は、コンクリートに釉薬をかけた後、高温で焼成して仕
上げる。製造工程で重要なのが焼成であり、これまではムラなく発色させるため熟練作業者が焼成
窯の適正な管理を行っていた。しかし色ムラを完全になくすことは難しいため、新たに最新式焼成窯
を導入し、品質安定化と生産性向上を実現する。

事業取組みの経緯
事業取組みの成果

今後の活動予定・販売計画

製 品 内 容

実 施 内 容
0889-42-2460【 】F A X

3,300万円【 】資 本 金

スレート瓦の製造・施工業者。1985年、自社ブランド「GCMセラミック
瓦」の製造・販売を開始。リフォーム事業、土木業にも参入。

企業
概要

事業計画
概要

代表取締役 田村　繁夫

●新焼成窯

GCMセラミック瓦の製造プロセス

焼成前の釉薬をかけた状態

焼成前 完成品

1 2 3 4 5 6

混
錬
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※
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事業取組みの成果
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●GCMセラミック瓦 各種
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1次締切
No. 受付番号 事業者名 事業計画名
1 R139010001 株式会社土佐西南丸 急速冷凍機及び超低温ストッカー導入による冷凍商品分野への事業展開
2 R139010002 有限会社パッケージ高知 県内外食品メーカーに対する衛生管理・環境対応強化商品の提供と販路開拓支援事業
3 R139010003 有限会社竹村綜合建設 ICT技術の導入による革新的な現場と魅力的な職場環境の構築
4 R139010004 株式会社土佐蒲鉾 真空包装機の導入よる賞味期限の長期化及び生産体制強化による県外販路の拡大
5 R139010005 有限会社繁春鉄工所 超高精度機械部品の増産に向けた先端設備導入による生産工程の効率化と増産対応
6 R139010006 エフコン株式会社 国家基準に基づく流量計の導入により信頼性の向上を図り販路拡大を狙う
7 R139010007 大豊グループ協同事業有限会社 地元開発の搾汁機性能を最大限活かした、柚子搾汁の生産性向上と新商品開発

2次締切
No. 受付番号 事業者名 事業計画名
1 R139020002 四国解体工業株式会社 車両リサイクル工程の効率化による早期廃車回収および金属素材抽出体制の構築
2 R139020003 株式会社西宮産業 ステンレス加工分野への本格参入に向けた機械整備事業
3 R139020004 株式会社山本工作所 歯切工程の高速化・高精度化による産業機械部品の生産改善計画
4 R139020005 株式会社泉井鐵工所 CNC大型立型旋盤導入でデータ在庫による効率UP／コスト削減
5 R139020008 株式会社高建総合コンサルタント 測量技術のIT化による高機動な防災総合コンサルティングの実践
6 R139020009 株式会社三浦屋海産 地域資源を最大限に活かす、効率的冷凍保管システムの構築
7 R139020010 中村ソーイング株式会社 ワイシャツ等縫製の一部自動化と配置転換による生産性向上と量産体制の構築
8 R139020011 柏島ダイビングサービスSEAZOO 海を満喫しながら余力時間のできる革新的サービス事業
9 R139020013 直七生産株式会社 柑橘（直七）搾汁工場ライン改良による生産拡大と品質向上
10 R139020014 株式会社浅川自然食品工業 災害対策ニーズに対応した、超長期保存備蓄水の量産体制構築
11 R139020015 ハヤシ商事株式会社 最新自動包装機導入による環境配慮型包装資材を活用したピロー型ティッシュペーパーの開発及び生産性向上
12 R139020017 株式会社オガサ製工 IoTが建設を変える！遠隔調査システム導入で実現する生産性向上
13 R139020019 街のパン屋さんPerori コロナショックにより発生した新たな消費者ニーズに対応するための設備投資
14 R139020020 株式会社土佐テック ペレタイザー部品製造に係る生産性向上の為の設備投資
15 R139020022 株式会社七和 新型コロナウイルスに負けない本格的な食品製造加工業への進出
16 R139020023 株式会社慶尚グローバルパワー 高知県のソウルフードの挑戦！コロナに打ち勝つ中食の提案！！ 
17 R139020025 株式会社山本商事 クラフトビールの新規顧客層への展開を目指す、充填ラインの導入
18 R139020027 中江産業株式会社 スマート林業の加速による国内回帰需要の受注獲得計画
19 R139020028 高知県木協建材協同組合 ツーバイフォー工法住宅用のパネル製造設備導入による新事業展開
20 R139020029 四国情報管理センター株式会社 次世代型サーバ基盤によるテレワーク環境の構築
21 R139020031 YAMAKIN株式会社 歯科用樹脂ブロック向けガラスフィラーの内製化による高付加価値およびコスト優位性の実現
22 R139020033 オガワマリンサービス 顧客満足度向上と新規顧客獲得のためのクレーン設備の導入
23 R139020034 四国スッピル工業有限会社 高精度高効率生産体制の確立による生産性向上とサプライチェーン毀損への対応
24 R139020035 幡多美味工房 宿毛市からの挑戦！生産プロセス改善による「地域資源」流通促進事業
25 R139020037 有限会社上田電機 クレーン製造工程のボトルネック解消によるコロナ禍対策
26 R139020039 えびす歯科・矯正歯科クリニック 新興感染症有事に備えたヨーロッパ基準の感染予防システムの構築
27 R139020042 有限会社吉永鰹節店 新型コロナに負けない、水産資源を活用した機能性新商品の製造販売 
28 R139020043 有限会社アリス 四国初！電子カルテシステム等導入によるテレワーク勤務・オンライン診療可能な新しい動物病院モデル構築と働き方改革の実施
29 R139020045 高知機型工業株式会社 オートクレーブ（熱硬化成形設備）の活用によるCFRP製品の開発と事業化
30 R139020047 株式会社ウイング 先進安全自動車対応設備導入と車検工程内製化による収益向上

3次締切
No. 受付番号 事業者名 事業計画名
1 R139030001 間島歯科医院 最新CT診断装置導入によるウイズコロナに対応した安全な治療環境の構築
2 R139030003 八千萬ず 受注増加に伴った製造力強化とＨＡＣＣＰ取得に向けた製造ラインの構築
3 R139030008 別役誠治商店 生鮮生姜包装の効率化における生産性向上とトレーサビリティの実施
4 R139030009 有限会社澤工作所 高精度短時間加工による内製化の実現と産業機械の安定供給
5 R139030011 株式会社三洋測量設計 最新式ドローンによる安全かつ密に対応した革新的な森林測量事業

6 R139030012 株式会社飯田鉄工 最新ショットブラスト機を導入し、災害時の急激な受注増加に対応できる生産体制を構築する
7 R139030013 株式会社近澤製紙所 パッドタイプ紙おむつの安定生産体制の構築
8 R139030014 株式会社小松啓作商会 オーダーメイド型専用機の導入による生産体制の強化並びに競争力の強化
9 R139030015 株式会社益製作所 造船・航空機産業等、新分野参入のためのクレーン等設備導入事業
10 R139030019 株式会社カマハラ鋳鋼所 四国初の連続ミキサ導入による工程改善及び陸上用製品の販路拡大
11 R139030021 有限会社関西フレーム製作所 生産性向上により、工事用看板製造部門を強化し売上拡大を図るための設備投資
12 R139030022 カワクボFACTORY株式会社 完全密閉の袋詰め少量冷凍しらすの商品開発
13 R139030025 MIYAMOTO DENTAL FACTORY CAD／CAM冠製造のための設備導入
14 R139030028 株式会社モンプレジール 新商品開発のための製造設備導入による販路開拓と生産数の拡大
15 R139030029 有限会社海昇 地元鮮魚を活用した最新型急速冷凍機によるコロナ時代の新商品開発
16 R139030030 ひまわり乳業株式会社 脱プラ、コロナ時代対応、最新充填機による小型商品ライン再構築
17 R139030034 株式会社高知丸高 ICT浚渫工（河川）に特化したICT泥上掘削機と施工管理システムの開発
18 R139030036 株式会社アッシェ(旧社名:(有)with) 食品ロス削減のためのデータ共有パッケージの構築
19 R139030037 三惠株式会社 最新高精度多面加工システム導入による金属部品加工の生産性向上と労働環境改善の達成
20 R139030039 芸東ブロック工業企業組合 コンクリート製品の供給体制強化による防災対策公共工事への貢献
21 R139030042 有限会社西村謄写堂 和紙・トレーシングペーパーの印刷加工に特化した円滑な生産体制の構築
22 R139030045 有限会社クリスプロジェクト 既存の患者満足度向上と在宅訪問業への新規開拓。そして働き方改革。
23 R139030046 ひだか和紙有限会社 世界初！文化財修復機関が待望む新商品「粘着成分付き典具帖紙」の開発
24 R139030049 有限会社浜吉ヤ コンビオーブン導入による水産加工品の焼き加工工程の生産性向上

4次締切
No. 受付番号 事業者名 事業計画名
1 R139040001 松木歯科医院 早期発見・早期治療および再治療の必要がない高度歯科治療体制の構築
2 R139040005 日之出産業株式会社 生産性向上・従業員の多能工化・コスト競争力の強化を実現するためのプレス機導入
3 R139040006 株式会社鉄建ブリッジ 数値仮組立検査システムの導入による省力化及び生産性の向上
4 R139040011 テクノヒロセ株式会社 業界初の柔軟かつ広い入射角で良好なミリ波吸収性能を有するミリ波吸収材の開発
5 R139040012 有限会社おかぞえ 細分化されたニーズに対応するための畳生産体制の強化事業
6 R139040014 株式会社タカチ測建 ドローンレーザー測量と仮想空間での報告による測量事業の高度化
7 R139040015 有限会社ヤナギハラ工芸 生産性向上、外注抑制によるコスト削減、人材育成・技術伝承の課題解決を実現する設備投資
8 R139040025 有限会社坂本鉄工所 CNC旋盤の導入によるゲート自動開閉装置の生産性向上と人材確保
9 R139040026 第一化成株式会社 コロナ時代のテレワーク対応型情報システム構築による革新的DX推進
10 R139040028 株式会社マツモク 大型建材の仕上げ加工対応による新たな商品開発と顧客満足度向上
11 R139040029 有限会社眞功工作所 大型のワークサイズ部品加工に注力し競争力強化を実現するためのCNC旋盤の導入
12 R139040030 有限会社綜合鉄工 ID金型管理システム搭載の複合加工機導入による、精密加工の実現と生産効率の向上
13 R139040034 有限会社濵川商店 新型瓶詰機導入による日本酒とリキュールの新しい並行生産体制の構築
14 R139040036 株式会社かもはら動物病院 院内体制の刷新に基づく、四国地方の獣医療業界随一のがん対応施設への進化
15 R139040042 有限会社宮村鉄工 ３次元複合現実を鉄工加工に取り入れた最先端技術での生産性向上
16 R139040047 高東生コンクリート株式会社 FAコンクリートの多用途製品製造に対応したオートメーション化
17 R139040050 株式会社四万川総合建設 ３Dレーザースキャナ導入による工事の効率化及び測量部門新設による新分野進出計画
18 R139040051 ひびき産業株式会社 清掃作業の機械化による生産性向上および新サービスの展開

5次締切
No. 受付番号 事業者名 事業計画名
1 R139050001 四国砕石株式会社 河川・道路等の土木工事コストダウンに寄与する砕石の新商品開発
2 R139050002 有限会社Ueta LABO（有限会社上田微生物より社名変更） 園芸大国高知の生産性向上に貢献する！微生物を活用した新製品開発事業
3 R139050003 有限会社新栄工業 溶接工程の生産性向上によるリサイクルプラント部品等大型製缶製品の安定供給体制確立
4 R139050006 株式会社西原鉄工所 CNC旋盤導入によるコンクリート二次製品用鋼製型枠の生産性向上及び品質向上化 
5 R139050007 有限会社田野ホンダ 自動車整備作業全般の完全内製化による車検日数、整備作業の短期化の実現
6 R139050008 有限会社黒田鉄工 CNCフライス盤導入による低感染リスクの実現と加工能力の拡大
7 R139050011 有限会社ヴェールヴェール 設備投資による人気商品増産と高利益の新商品開発のよる利益改善
8 R139050012 エイチ測量株式会社 測量困難地点での革新的ドローン運用を通じたICTサービスの展開
9 R139050016 株式会社サンテクノ 新型フライス盤導入による生産性及び品質向上と特殊製品の技術承継
10 R139050017 新進建設株式会社 ICTを活用した３Ｄ設計体制の構築による革新的な建設DXの推進
11 R139050018 株式会社タムテック 最新式焼成窯の導入による自社ブランド瓦の生産性向上と省エネ効果の実現
12 R139050022 株式会社テラムラ 新しい葬儀のカタチに向けての各種サービスの提供
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